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＜連絡事項＞

· 本日、14：00より外来待合室（旧デイケア室）にて、駒木学様の退院時療養検討会議。（デイケア出席者：佐々木）

· 本日まで、院内研修あり。昨日参加していない日勤スタッフは参加すること。

· 9/10（木）10：40～11：00入職見学あり。（対応：山田）

· 9/16（水）スタッフ山田、研修のため不在。

· 佐藤AOMより、青風荘の夜勤スタッフ（バイト、勤務時間外）を募集しているとのこと。締め切り本日16時。⇒詳細不明のため、佐藤AOMへ確認を行っていく。

＜デイケア事例検討＞

中村　鶴子様（48）女性　統合失調症

利用開始日：平成12年5月12日（9年2ヶ月）

治療計画　：①デイケアの定期的な利用により生活リズムを整える。

　　　　　　②病状の変化やストレスを感じたときに安心して相談出来る環境を提供する。

検討内容　：今後の対応について

○本人情報

· 利用日は週2日（木・金）。うみねこ幸房での疲労があるとのことで、木曜日は欠席することが多かったが、最近は母親様が入院したとのことで、介護の為に欠席することが多い。

· 現在、母親様が退院し、デイケア利用時は父親様が母親様を見ているとのことで、デイケア利用は週1回で続けたいとのこと。

· 欠席する際は、その週の火曜日に来所してスタッフに伝えている為、その際に話を聞いている。

· 本人、環境を変えることで病状を崩してしまうとのことで、利用日の変更については本人が拒否している。

· 眼球上転することはなく、病状的には落ち着いているとのこと。

· 外来では帽子を深く被って他者と接することはないが、デイケアでは自分から他メンバーと話しており、スタッフにも自分から相談する事出来ている。

· スタッフと話す時は、人気が少ないところで話がしたいとのことで、隅の方に移動している。生理不順があることや腹痛があること、自分の口臭が気になるなどを相談している。

○検討結果

· 来所した時に、本人の話を傾聴し相談に乗ることで生活状況の把握と気分転換を図っていく。

＜利用者様情報＞

· 其田　淑子　様～青明舎より、明日10分間のスピーチを依頼されている。依頼を受ける場合は、

デイナイトケアは不参加となる。

· 中村　鶴子　様～本人より架電あり、母親様が退院したと報告されている。デイケアに通う日は父

親様が母親様の面倒を見ているとのことで、週1回はデイケアに通いたいと話されている。

· 巴　　勇樹　様～来所時より眠気が強い様子。目つきの鋭さもみられている。夜間眠れない日が続

いているとのことで、本日、母親様同伴で外来受診し担当へ相談する予定。

· 大久保　恒夫様～朝方来所されており、顔色不良さみられている。21時から翌7時まで休んでい

たが、熟眠感がないとのこと。義父が入院しており、検査に付き添っていかなくてはならず、それが気になるとのこと。手術が必要であれば八戸赤十字病院から労災病院に転院するかもしれないとのことで、労災病院の場所も確認している。検査の待ち時間など、思うように進まないこともイライラしていると話されている。

· 田向　玲美　様～来所時、イライラしている様子みられており、口調の強さや内容など攻撃性も

みられている。昨日、テレビを観ていたら結婚出来ないと思って落ち込んだと、泣きながらスタッフに訴えている。交際相手に、「何でも病気に繋げて幼稚だ」と言われたこともショックだったとのこと。話をすることで落ち着いており、その後は他者への攻撃性もなく、表情良く過ごされている。

· 東山　　昇　様～パチンコに行かない為の気分転換に、DSi（約2万円）を購入したと話されてい

る。金銭について、パチンコに行かなければ月1～2万円は余裕があると話されている。細越定生様と新しいゲームの話題で盛り上がっている様子みられている。

⇒浪費に繋がらないよう、金銭の使用状況について確認していく。

· 種本　サハ　様～眠気が強いとのことで、テーブルに伏して眠っている様子みられている。昨日は

休む事は出来たと話されており、不調訴えは無い。

· 大久保　康弘様～担当医を変更してから、幻聴など精神症状が幾分かは落ち着いてきたとのこと。

「幻聴が聴こえて、何か考えることはなくなりました」と話されている。

⇒今後も、病状の変化がないか様子観察を行っていく。

· 長瀬　紘一郎様～1年程、採血を行っていないとスタッフに相談あり。

⇒外来に情報提供し、来週採血を行うこととしている。

· 下妻　康貴　様～「心にぽっかり穴が空いた感じがする。おじいさんが亡くなったからだと思う」

と話されている。仲が良かったとのことで、祖父様からもらったというTシャツを着て来ていることがある。目立った表情の硬さはみられない。

· 村上　元道　様～朝方に眠気があり、うみねこ幸房を週5日にしてから疲労があるとのこと。うみ

ねこ幸房利用日を増やしてからは、週末は以前より遊び歩くことは控えていると話されている。また、うみねこ幸房の利用が2年で終わるとの事で、就職のために運転免許を取りたいと話されている。担当医に相談したところ、免許を取ることに問題はないが服薬をしていることで規制があるかもしれないとの説明あり。通所スタッフに相談しており、教習所や公安に相談するよう説明している。

⇒疲労感に伴い、病状の変化がないか注意して観察を行っていく。

＜外来情報＞

· 川口　尚良　様～10月の結婚式に出ない事をお母様が周りの人に何で出ないのかと言われたとの

事。担当医より自分を守る事が大切だと伝えている。

· 其田　淑子　様～グループホームを出ることになってのデイナイトケアには通うように説明して

いる。｢どこも行くとこないから通うわよ｣と話している。

· 高橋　幸雄　様～入眠困難、中途覚醒があるとの事。フルニトラゼパム1mg　0.5錠を再処方して

いる。

· 巴　　勇樹　様～夜間の睡眠がとれないと話している。金銭は取っていないとの事。

· 平　　京子　様～採血実施している。

· 村上　元道　様～うみねこ幸房を利用して1年位経ったら職親やパートも考えたいとの事。運転

免許取得希望聞かれ、今の状態であれば大丈夫だと思うが、詳しい事は次回

受診時までに調べておく事を伝えている。

· 番沢　政勝　様～デイケアには頑張って通っており、グループホームに帰ると鬱になったように

ぐったりすると話される。

· 大久保　康弘様～幻聴は三分の一に減ったとの事。エスタゾラムが合わない気がすると話す為、

ロンフルマン2錠に変薬となっている。就床前薬は9時頃に飲むように伝えている。

· 本多　富美　様～今週は気分的に落ち込む事があったとの事。寝つきが悪く、また眠りが浅いとの

事でベゲタミン2錠⇒1錠、デジレル2錠⇒3錠の変薬となっている。

· 繁名　和恵　様～「昨日ノイローゼになって頭がビーンとし、頭の中で苦しみました」と話される。

幻聴の内容が口をついで出てしまう、対人関係の言葉遣いで悩んでいるとの事。

ハロマンス筋注実施。

· 豊川　明男　様～背中の痛みはなくなったが、月曜日から一日中頭痛があるとの事。また、下痢

気味だとの事でアローゼン止めとなっている。

＜勉強会資料＞

精神障害者保健福祉手帳

＊1995(平成7)年に制定された「精神保健及び精神障害者福祉に関する法律」(精神保健福祉法)第45条に基づいている。

＊一定の精神障害の状態にある事を証明する手段になる事により、手帳交付者に対する各種福祉サービスを受けやすくし、精神障害者の自立と社会参加の促進を図る事が目的である。

＊2006(平成18)年に制定された障害者自立支援法と同時に改定された精神保健福祉法では、精神障害者福祉手帳にも顔写真が貼付される事となった。

対象者

・精神疾患を有する方で、精神障害のために長期に渡り日常生活や社会生活に制約がある方。

・統合失調症、そううつ病、非定型精神病、中毒性精神病、器質性精神病、てんかん、神経症及びその他の精神疾患すべてが対象となる。

等級

手帳の等級は１・２・３級まであり、精神疾患の状態と能力障害の状態の両側から総合的に判断される。

１級：日常生活の用を弁ずることを不能ならしめる程度。

　　　(他の人の手を借りなければ生活出来ない状態)

２級：日常生活が著しい制限を受けるか、又は日常生活に著しい制限を加えることを必要とする程度。

(常に人の手を借りる必要はないが、日常生活が困難な状態)

３級：日常生活又は社会生活が制限を受けるか、日常生活又は社会生活に制限を加えることを必要とする程度。

(障害は軽度だが、生活する上で何らかの制限を受けている方が該当)

申請窓口

・居住地の福祉事務所で申請を行う。地域によっては保健所や保健福祉センターが窓口になっている。

・手帳の申請から取得まで約２ヶ月かかる。

申請書類

・障害年金を受給している方

1 申請書

2 障害年金の写し(最新の年金振込み通知書または年金支払通知書の必要)

・障害年金を受給していない方

1 申請書

2 医師の診断書(精神障害者福祉手帳用の診断書で、初診日から６ヶ月以上経過した時点のもの)

※障害年金受給者の申請の場合、精神保健福祉センターでの判定を要することなく手帳が交付される。その際、年金等級と手帳等級が等しくなる。

有効期限

手帳の有効期限は２年間である。

手帳による福祉サービス

・自立支援医療申請手続きの簡素化

・生活保護の障害者加算(１、２級のみ)

・等級に応じた所得税、住民税等の控除及び各種税制(新マル優制度、相続税や贈与税の控除、自動車・軽自動車税、自動車取得税の減免等)

・生活福祉資金の貸与(生活資金、更正資金、福祉資金、住宅資金)

・重度心身障害者医療助成事業の対象(１級のみ)

・公営バスの福祉乗車証の交付

・県内民間バス、私鉄の乗車賃割引

・県営施設使用料の減免措置

・NTT電話番号無料案内









